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ヨーロッパの近代生物科学が, 日本の斯学に及ぼした影響を研究するのに

は,お よそ四つの方法がある。その一は, 日本における西洋生物学の移入の

方法とその理解,1)*そ の二は海外の学者が日本の生物科学をどう理解し,ま

たどう評価したかを知ることである。その第二は, 日本で蒐集して海外に存

する日本の生物科学関係図書を研究することであって, これは第二の点を明

かにするためにも,必要な手段である。第四は同時代のヨーロッパの生物科

学の進度と日本の斯学との比較研究で,こ れによって彼我の相違を知り,わが

生物科学の 19世紀末までの後進性の本質が明かになると思われる。この小篇

では,第二の方法の一つの試みとして,ノ ールデンシェル ドが明治12年 (1879)

に, 日本で蒐集した図書の目録2)中 から,生物科学に関するものとして,本

草書目を取り上げて校訂し,かつ若千の考察を施した。

ノールデンジェル ドが図 書を蒐集した明治 12年 当時の日本は, 東京大学

理学部 (後の帝国大学理科大学)に 生物学科が倉1設せられてから,わずか 2

年の後であった。国内で純粋生物学的な著書の刊行されたものは,十指の上

に出ていなかった。3)し かも,そ れらは程度の低い初歩的なものに過ぎず,

東京その他の都市で入手できた図書の大部分は,幕末までに出版されたもの

であった。このことは, ノールデンジェル ドの蒐集書目から容易に看取する

ことができる。しかも,そ れらの図書は,い ずれも植物学や動物学が独立の

序  節

*木
篇末尾の註参照。以下同様。
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科学として, 日本でまだその地歩を固めていなかった時代のものである。そ

の大部分が,い わば博物学書というにふさわしいものである。

19世紀の中ごろまでの日本の生物科学であった博物学は,一般に本草学と

いわれ,そ の応用方面は物産学と呼ばれた。本草学の中には, この学問の本

道である薬物学,筆者のいう狭義の本草学としての内容のものがある。 ノー

ルデンジェル ドの書目では,本草と題する図書の,あ るものは博物の項に,

あるものは薬物 (医学の項である)に分類してあるけれども,それは必ずし

も明確ではなく,中 にはその区別のむつかしいものさえある。その分類につ

いての筆者の私見は後節で述べる。

この書目を見てわかることは,そ の蒐集が広 く日本の図書全般にわたって

いて,生物科学に関するものは,そ の一小部分をなすに過ぎない。しかし,

明治 12年当時どのような本草図書が世に行われ,ま た過去に遡って,どのよ

うな古い本草図書が入手可能であったかがわかって,す こぶる興味がある。

そこに載せられた図書の大部分が,現在では稀親となり,公私の図書館所蔵

本は別として,古書市場等に現れることが極めて少なく,価数万金をもって

も入手できないものが少なくないのである。

1 克書の由来

ノールデンシェル ド(Nils Adolf Erik NoRDENSKJOLD)は ,蒐書の目的で

日本に来たのではない。スェーデンの北泳洋探検船ウェーガ号 (“Vega")を

指揮し,そ の北泳洋東航に成功し,ベ ーリング海を南下して横浜に入港した

のである。4,5,6)そ の日本滞在 2カ 月近い期間に図書を集めた。その滞 日中の

足跡から想像して,主として東京および京都,特 に東京でその目的を果した

と思われる。
*''

ノールデンジェル ドは 1832年 (わが天保 3年)11月 18日 ,フ ィンラン ドのへ

ルシンキに生まれた。同地の大学卒業後スェーデンに渡り,ス トックホルム

の王立博物館に就職し,後にその地質学部長となった。彼の後年の名声は,

XXこ の点については,本篇末尾の附記参照。
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地質学者としてよりも,む しろ北極地方の探検家として高い。1858年 以降,

スピッツベルゲン,グ リーンラン ド等へ数回探検を試み,北緯 81° 42′ という

高緯度の地点まで到達するのに成功した。ウェーガ号の壮挙は,ジ ベリアの

Jヒ岸沿いに北泳洋東進の可能性を実証するためで,1878年 7月 4日 ,ス ェー

デンのイョーテボルイ港を出帆し, ノ/t/ウ ェーの西海岸を北上し,北球洋横

:断 の壮途についた。しかし, 9月 28日 ,北緯 67° ,西経 174° のピ トンカイま

で達したとき,船が氷に閉ざされて 進路を阻まれ,翌 1879年 7月 18日 まで

294日 間,結氷中にとどまった。 やがて 脱出に成功したウェーガ号は,7月

19日 ,ア ジアの東端デンュネフ岬を廻り,20日 には早 くもベーリング海峡を

通過して,ア ラスカのポー トクラレンスに入港した。横浜に入ったのは明治

■2年 (1879)9月 2日 夕であった。ウェーガ号は北泳捕鯨船を改造した 357

総 トンの汽帆船である。10月 27日 , 2カ 月近い滞 日を終え,横浜を出帆,イ

ン ド洋を西航し,1880年 (明治13)4月 24日 ,ス トックホルムに帰航した。

ウェーガ号の壮挙を成功に導いたその指揮者 ノールデンシェル ドが没したの

は,1901年 (明治 34)8月 2日 で,南スェーデンのルン ド郊外であった。

ノールデンジェル ドが日本滞在中蒐集した図書は,ス トックホルムの王立

図書館に所蔵せられ,フ ランスの学者ロニが編集ヒノた 1巻の目録 (後 出)に

よって,そ の内容を知ることができる。筆者が本篇をつ くるのに用いたのは

この目録である。 そこに収載された日本図書は 1879部 で,12類 に分けてあ

る。 ロニ (L6on Louis Lucien Prunol de RosNY)は , 1837年 8月 5日 の

生まれで 1916年 に没した。東洋学者で民族学を兼修し,日 本語,中 国語の造

詣が深 く,中 国日本に関する多 くの論著を発表している。

2 目録に収載された本草日書 とその分類

ロニが編集した上記目録は,「 ノールデンジェル ドロ本文庫目録」と題し,

そのフルタイ トルは次の如 くである。

Bibliothёque Royale de Stockholm,/Cata10gueノ  de laノ BibliOthёque

JapOnaiseノ  de Nordenskiё ld,ノ CoOrdOnn6, Revu, Annot6 et Publi6≠ par
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L6on de Rosny,ノ ProfeSSOr a l'Ё cole sp6ciale des Langues Orientales,/

et Pr6c6d6 d'une lntroduction/par le Marquis d'Harvey de Saint_Denys,ノ

Melnbre de l'Institut,  Professor au CoHё ge de France./ PariS./

1mprim6 par Autorisation de M.le Garde des Sceauxノ al'Imprimerie

Nationale。 /M DCCC LXXXⅡ I.

これは 1883年 (明治 16)パ リでの刊行で,med。 8 VO版 ,全篇 360ペ ージ

で,そ のうちに索引が 85ページを占めている。目録中の書名には,あ まり出

来のよくない漢字の活字を併用している。

筆者が今問題にしている図書のほとんど大部分は, ロニの目録の第四部自

然科学の中に入っている。今,そ の書名のみを抽出列記すると次の如 くであ

る (原綴のまま,〔 〕は今補入)。

第 四部 自然科学 SCiences naturelles.

I.  博物――般  Histoire naturene.__Trai“ sg“ 6raux.

本草綱目,本草綱目纂疏巻一,神農本草経,神農本草経〔別本〕,本草綱目

啓家,広大和本草,大蘇本草記聞,本草正調,質問本草内篇,紹興校定本草

画,物品目録 …………………………………………………………0〔以上 11部〕

Ⅲ.植 物学 Botanique.

大和本草諸品図,桃洞遺筆,増補地錦抄,百品考,拾品考,陸氏草木疏図

解,新訂草木図説,千草の根ざし,絵本野山草,竹洞四君子,芥子園尽伝二

集,本草和名,泰西本草名疏 ………………………………………・〔以上 13部〕

Ⅲ.農 業 ,園芸 Agriculture,Horticulture.

農業全lI,農家必読,成形図説,草木育種,本朝食鑑,東垣食物本草,食

物和歌木車,春之七草, 救荒本草啓家, 救荒本草啓家 〔別本〕,救荒本草 ,

庖厨和名本草,草木栽培法,恰顔斎桜品,茶史,喫茶養生記,養蚕秘録,養

蚕新論,養蚕拾遺篇,養蚕手引草,養蚕輯要補,養蚕説,花壇綱目,秘伝花

鏡,花彙,四季 ノ花,四季Wll, 日本植物図説,花壇養菊集,活花百瓶,立花

錦木 ……………………………………………………………………・〔以上 31部〕
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Ⅳ .* 鉱物学 , 化石 Mintta10gie.一一Fossiles.

雲根志,貝石画譜 …………………………………………………・〔以上 2部〕

V.医 学 M6diCine.

本草術義,切需,万法類編,南北相法,南北相法後編,普救類方,大成論 ,

肇爵考,傷寒金鏡,六物
′
新志,神遺方,婦人寿草,産科母子草,百味主能諺

解,物品識名,古方薬品考,養生訓,貝原養生訓,長命ニナル伝,老人養草 ,

和語本草綱目,薬籠本草,草木弁疑,本草雁,本草蒙全,本草約書,草木性譜,

有毒草木図説,毒品便覧,本草薬名備考 …………………………・〔以上 30部〕

以上のほか,他の部の中に見出される書名で,博物に関するものは次の 6

部である。

Ⅵ . 言言吾学 , 文献学 Linguistique, Philologie.

都鳥考,詩経名物弁解……………………………………………………〔2部〕

Ⅸ.文 芸 Belles‐ lettres.

貝尽浦之錦…………………………………………………………………〔1部〕

Ⅲ.教 育技芸 ЁducatiOns,Arts et M6tiers.

日本産物志, 日本物産志,山海名産図会………………………………〔3部〕

それぞれの本の内容を検討して, この分類を見ると,不適当と思われるも

のが少なくない。まず,第四部 Iの「質問本草内篇」は純粋の植物図説であ

って,Ⅲ に移すべき内容のものである。これに反して,Iに ある「大和本草

諸品図」,「桃洞遺筆」,「百品考」は, Iの博物一般に移すべきもの。もっと

も「百品考」は考証的な記事が多 く,正確にはいわゆる名物学に属すべきも

のである。同じく名物学の書「詩経名物弁解」が第六部に入 っていることか

らすれば,「百品考」も第六部に移すのがより正しく,Ⅱ の「陸氏草木疏図

解」も, Iの「本草和名」も第六部に入るべきものであろう。Ⅲの農業園芸

*こ の項特にここに加える。
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の項が最も混乱している。「春之七草」,「恰顔斎桜品」,「花彙」,「 日本植物

図説」は,い ずれも純正植物学でⅡに移すべ く,特に後の 2書は然り。ただ

「春之七草」が考証的な記文に富む。「恰顔斎桜品」はナクラの品種を記載

して一見園芸書の如 くであるが,「増補地錦抄」をⅡに入れるのなら,「桜

品」もそちらに入れるべきであろう。また,「救荒本草」ならびにその解説

書「救荒本草啓蒙」は, もともと餓饉に備えて書かれたものであるが,そ の

内容は全 く植物学的であって, これもまたⅡに移すのが妥当である。

医学の項 (V)で は,「草木性譜」,「有毒草木図説」,「毒品便覧」が,

いずれも明かに植物学的な著述で,医薬学書に分類するのは正 し くな い。

「六物新志」は薬物にも触れているから,一応この項に載せたのはよいが,

実は多分に博物学的な内容である。その他のものでは,第九部の「貝尽浦之

錦」は,員の本が乏しい中で,貝の専書として博物学と見倣して不当ではな

い。この本には蛤の左右の貝殻に,絵や,歌の上の句と下の句とを別々に書

いて,遊びに使う貝合せ (か ひおほひ)の ことが述べてあるから,文芸の部

に分類したのであろう。また,「 日本産物志」を第十一部のうちのⅢ,産業

一Industrieに 分類したのは, 本の表題にとらわれたためであろうし,わ が

物産学と称した学問に暗かったのにもよるのであろう。この本は産業に関す

るものではなく,明かに純粋の地方動植物誌 (fauna&flora)な のである。

上に列挙した図書の分類についての私兄のほか,書名を」1て 気づ くのは,

Ⅱ植物学という項はあるが,動物学の項はなく,動物に関する本がほとんど

ないことである。江戸時代の刊本に動物に関するものが少なかったのは確か

であるが,入手可能な動物に関する刊本が決してなかったわけではない。な

お,Ⅲ の植物学の項中にある「竹洞四君子」と「芥子園尽伝二集」とは,絵

画指南の書であり, これを植物学書として取扱 うのは適当ではない。また,

「絵本野山草」 (四 のⅡ)は ,そ の挿絵が芸術的なばかりでなく,す こぶる

科学的な点で,立派な植物図説であるが, この本の著者の意図は植 4‐9学の本

を著わそうとしたのではない。ンーボル トの「 日本図書目録」(後 出)では,

本書を 「有名な絵画の木版複製」 (ImitatiOnes xylographicae celebrium
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tabularum pictarum。 )な る項目に分類してあって, 当時流行の絵入本を特

別視している。同目録には,喜多川歌麿の有名な「画本轟撰」なども, この

項目に分類している。

3解 題 略

前掲ロニの目録中から,筆者の考えに従って,応用方面のものを除いて本

草博物に関するものを自由に選出し (93部 中57部),簡単な校訂と注とを施

す。それぞれの図書の解題はすべて原本によって正確を期し,異版もそれぞ

れ比較した。ロニの原文での収載の仕方は,例えば次の如 くである。

救 荒 本 草 啓 蒙

ん %‐力機Q% 力θπ‐zαπ ルθz‐協∂.

Enseignement sur les plantes comestibles dans le temps de falnine.

1842。 一JCinq vol. in-8° 。                                  〔N° 269.〕

日本語の書名とその読みにつづいて,極めて簡略な解説,刊年,大 きさ,

巻数と図書番号を記載するだけで,著者名はあげない。 日本語の読み方には

若千の誤 りが散見する。今それらを書名の習慣に従って校訂しておく。本の

大きさは,原文では上例の如 く,in-8° ,in-4° のように示してある (OCtavOS,

quartos,……・)。 西洋の本と日本の本とでは大きさがちがうが,今それらをそ

のまま記し,わが国の用法に従 って中本,大本あるいは半紙本,美濃紙版な

どとは記さない。( )に 入れた小字の読みは筆者が加えたものである。ま

た,挿図は筆者が選んで補入したもので,原 目録にあるのではない。

第四部― I

本草糸岡目, 1714。 一―Quarante_cinq volo in-4° ,avec figures.

刊年 (正徳 4)と巻数 (45)と から見て,霜 (稲生)若水の「新校正本草綱 目」で

ある。これは李時珍原著の和刻本中もっともすぐれた版といわれるものである。本書

は元来薬物書ではあるが,ロ ニが Trait6 g6n6ral d'histoire naturelleと 注記 してい
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るように,す ぐれた博物学書でもあり,江戸時代のわが博物学発達の基礎になった。

本草綱 目算疏巻一,1802。 一 Trois volo in-4° 。

曽槃 (占春)編「本草綱目纂疏」 1～ 3巻で,trOiS V01。 in-4° と一致する。刊記

なく1802年 (享和2)は序が草せられた年である。全部で20巻あることが写本で知

られ,そ のうち 1～ 3巻のみ刊行。筆者はしかし巻三の刊本を知らない。巻一は水,

火,れ ,土部,巻二は金石および石部。漢文。表題の算は纂。

神農本草経,1854。 一 Trois volo in-4° .

ロニの書目には N°609と N°266と 2部載せている。いずれも森立之が編纂した嘉

永 7年 (1854)の和刻本で,「神農本草経致異」と併せて 3巻である。伝存の「神農

本草経」を復原編纂した陶弘景 (隠居)が,後 に注を施して「本草集注」 3巻をつく

ったのが,西暦 500年のころである。

本草糸岡目啓蒙, 1847。 ―Quatre volo in-4° .

小野職博 (蘭山)著,弘 fヒ 4年 (1847)の井□望之 (楽山)訂,岸和田藩版のいわ

ゆる「重訂本草綱目啓家」 (本書の第四版に当る)である。これは48巻 ,20田lで ,

quatre vol.と あるのはそのうちの4冊だけか。20冊本は 41冊 に合本できる程度の嵩で

はないからである。 本書は「本草綱目啓家」と題 し,「本草綱目」の解説書のようで

あるが,実は蘭山自身の創説に富み,江戸時代の博物学書中最も出色のものである。

本文は和文。

種鶏i輝:1759-Quatre vd.h-8%

直海龍 (元周)著,宝暦 9年 (1759)版 ,10巻 附録 2巻合4111(流 布本は 12冊 )。

口」■の注 |こ , Grand trait6 d'histoire naturene du Japon. とが3る のは, 本書の解説 |こ

はならず,こ の評はむしろ上出「本草綱目啓蒙」についていうべき言である。「広大

和本草」が濫作の甚だしいもので,世を誤ることが大きいことについては,上野7)を

参照。本文は和文。

大命禾本草言己聞,1873。 ―Quatre vol.in-8° (MS.).

貝原篤信 (益 軒)の「大和本草」 (後段参照)をテキストとした講義の筆録。講述

者は不明なるも小野蘭山あたりか。1873年 は明治 6年であるから,こ の年にできたも

のでなく,こ の年の写本であろう。原文に Tai―yaku hon‐ zau ki‐bunと あるのは,

Tai‐kwa hon‐z6ki‐bunと 読むべきで,ヤ クは禽である。係はクワまたはワ,和の古

字で,「大和本草」を殊さら「大蘇本草」と書いたものであろう。本文は和文。

本草正調 , 1776。 一一Six vol. in-8° 。

尾張藩の儒,松平秀雲 (君山)が著,安永 5年 (1776)刊 ,12巻 6冊。原文の HOn‐
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zau sei―giは Sei_kwaで なければならない。本文は和文。

質問本草内篇,1837.一 Cinq vol.in‐ 8° 。

琉球,呉継志著,南方諸島植物図説として出色のもので,図 も科学的。 内篇 Cinq

Vol.と あるのは,何かの間ちがいで, 5冊に製本 してあるのでそうしたのであろう。

図 10「質問本草」附録の

挿図の一 (10丁 おもて)。

熱帯 地 方 の 海岸の小川畔

に生育 しているサガリバナ

(3απグタagノθπグα ttθθπθsα

ROXB。)で ,そ の穂 状 花

序,四稜ある果実などよく

描いてある。日本 列 島 で

'は ,沖縄から奄美大島まで

分布 し,10丁裏の記 文 に

は,玉藁,大島土名サガリ

バナとあって,奄美大島に

産することを示 している。

中程度の高木である。

内篇 4巻,外篇4巻 ,附録 1巻計 9巻で,天保 8年 (1837)の 刊行である。著者呉継

志はその人があるのではなく,仮托の人物であらうといわれる。漢文。

紹興校定本草画,D破 vol.in-4° .

南宋の紹興年間 (12世紀)に ,王継先らが編纂した「紹興校定経史証類備急本草」,

略して「紹興本草」の絵図の部分で,中国では失われ日本にのみ現存。ロニの書目に

載ったのはどのような写本か不明であるが,世上に伝写砂く全く稀親に属する。筆者

は数本を見ているが,その比較研究が望まれる。昭和 8年に春陽堂が白井光太郎博士

本を影印した6冊本がある。

物 品目録,1728。 一―Deux volo in-4° .

後藤光生 (黎春)の著,「本草綱目補物品目録」が正 しい書名で,「本草綱目」以

外の群籍に出ている物品名を集め,そ の出所を記 し,且考証を加えたもの。 2巻 2冊
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(ま た|ま 合 1冊 ),宝暦 2年 (1752)刊。上記 1728年 (享保 13)は ,自 序 が草せら

れた年である。漢文。

第 四部― Ⅱ

大和本草諸品図,1709,1788,1715,in-8°。

「大和本草」は貝原篤信 (益軒)の著で,日 本で最初の動植物誌。序目,16巻 ,附

録 2巻 ,諸品図すなわち動植物の図 2巻 ,合計 20巻 ,10冊本または20冊本がある。

1709(宝永 6),Cinq VOle in-8° は 10冊本,1715(正徳 5),un volo in-8° とあるの

は諸品図のみ。 1788,un vol。 も諸品図のみであろうが,筆者はこの天明8年版を知

らない。いずれも半紙版 (中本)で ,諸品図だけを分離購入することができたものと

思われる。本文は和文。

桃洞遺筆, 1833。 一 Trois volo in-4° 。

紀州の本草家小原良貴 (桃洞)の動物についての観察記録を,その没後彼の孫小原

良直 (蘭峡)が編集したもの。1833年 (天保 4)にその第一輯 3巻が刊行された。第

二輯 3巻 は嘉永 3年 (1850)に 出ていたが,ノ ールデンシェル ドは入手できなかった

らしい。和文。

増補地錦抄, 1733。 一Vingt vol.in-16。

江戸,北染井の伊藤伊兵衛著,園芸植物の図と記文とよりなる小本で,「増補地錦

抄」 8冊 ,宝永 7年 (1770)刊 ,「広益地錦抄」 8冊,享保 4年 (1719)刊 ,「地錦抄

附録」 4冊 ,享保 18年 (1733)刊 ,全 20冊。上記 1733,Vingt vol。 はこれに一致 し,

刊年は享保 18年を採ったのである。和文。

百品考, 1853。 一一Six volo in-4° .

著者は京都の儒医山本世襦 (亡羊)。 動植物 100種 を自由に採録 し, 品評考証 した

もので,第一編 2巻が天保 10年 (1839)刊。1853(嘉 永 6)に三 編まで全 6巻が公

刊された。漢文Э

拾品考, 1761。 一Un vol.in-4° 。

長崎の野 1日 青醸の著,舶来植物 10種 ,すなわち,藤蔓相思子,鳳梨,金毛狗背,多

麻林度1丁呑樹,|ズ重老樹,蛮産山慈姑;大葉栴那,莫斯箇末亜那,紅豆樹の記文と,

石寄融済の両の本版色刷とよりなる。本書は当時このような珍奇な海外植物が,長崎

に舶来 したことの記録として重要なばかりでなく,美 しい木版画が好事家に珍重せら

れた。嘉永 3年 (1850)の序があるが,刊年の明記なく,1761は何を指 したのか不明。

本書とは別に,小野蘭山の「十品考」 (「蘭山先生十品考」,寛政 10年 (1798)刊 )
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があるが,ロ ニの注記に,Examen de tOutes les espё ces de plantes; avec ngures

colori6eseと ぁるので,青蔑の色刷本なることが明かである。

陸氏草木疏図解,1779.一Cinq vol.in-4° 。

安永 8年 (1779)版 ,「陸氏草木鳥獣姦魚疏図解」である。 4巻附録 1巻,計 5巻。

新訂草木図説,1856。 一Vingt vol.in-4° .

飯沼長順 (慾斎)著,田 中芳男,小野職慇新訂の明治 8年 (1875)版 の「草木図説

草部」第二版で,20巻。上記 1856は安政 3年で初版の刊年であり,新訂版の刊年で

はない。和文。

千草の根 ざし,Un volo in-4° .

「枕草子」に出ている草木 20種を考証したもので,岩崎常正の草木写生図 10丁を

附す。著者殿村常久は本居宣長の門人である。文政 13年 (1830)刊 , 1冊本。和文。

絵本野山草,1755.一 Cinq vol.in-8° .

絵画による植物の本で趣味を目的としてはいるが,そ の絵図の科学的なことにより,

植物図説として十分の価値がある。画は浪華の橘保国。宝暦 5年 (1755)刊 , 5巻。

求版による文化 3年 (1806)版が世上に流布する。和文。

本草和名, 1796。 一Deux vole in-4° 。

深根輔仁が 10世紀の初頭に著したもので,薬物の漢和対訳名彙である。江戸時代に

幕府の文庫中で発見せられ,寛政 8年 (1796)に多紀元簡が序を付 して刊行した2巻

本である。ロニの書目に,Hon‐ zau wa meiと あるが,こ れは WaぃmyOと読むべきで

ある。漢文。

泰西本草名疏,1829。 一TrOiS v01.in-8° .

伊藤圭介著, 文政12年 (1829)刊。ツュンベリーの「日本植物誌」 (THUNBERG,

Co P.:Flora Japonica)よ り植物名を抄出し,そ れに和名と漢名とを附記したもの。

その附録に, リンネの二十四綱分類式を紹介 し,生物分類の基本を種 (Species)な る

概念におくことを示した劃期的な著述。附録とも全 3巻。本文は和文,欧字ならびに

ッュンベリーの肖像画入。

第 四部―Ⅲ

成形図説, 1804.一 Trente vol.in-4°。

薩摩藩の本草学者曽槃 (占春)が,国学者白尾国柱と協力編集した大部の著述中の
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30巻で農事から菜疏に到る。文化 2年 (1805)刊 , 薩摩藩版。1804は 不明。和文。

稀に挿図色刷版がある。

草木 育 種,1818。 ―Quatre volo in-4°。

岩崎常正 (潅園)著,文化 15年 (1818)刊。花井の培養法を述べたものであるが,

その中に 13種の害虫を図示し,博物学上も注意すべき書。和文。

ノ史屯月イミ9監 , 1695。 一一Sept volo in-8° 。

小野必大 (千里),ま た野必大が著,元禄 8年 (1695)刊 ,12巻 10冊。または12冊。

飯食物を漢文で記述 したものであるが,そ の中の動植物の形態および生態の記述がす

ぐれ,立派な1専物学をな している。

質量餐場構 ,)1651。 ―Huit vol.in-4° .

元の李果 (東垣)撰,「食物本草」の和刻本,慶安 4年 (1651)刊 ,10巻 ,附「日

用本草」 (元の呉瑞の輯)2巻 ,全 8冊。この和刻本は世上流布するもの稀。中国古

代の食医の制度の遺風を伝えるいわゆる食物本草の代表書。和刻本は稀観。

食物和歌本草,1737.一 Trois volo in-4° 。

京都の山岡元隣 (而
lrm斎)著,元文 2年 (1737)版。「食物和歌本草増補」 7巻 は

寛文 7年 (1667)刊。いずれも中国の食物本草の流れを汲むもの。ロニの注に, avec

iguresと あるが,筆者は挿図のある本を知らない。和文。

春之七草,1800。 一Un volo in-4° .

原著は春之七草ではなく,「春の七くさ」と題する。曽槃 (占 春)の著,図入,寛

政 12年 (1800)刊。和文。

救荒本草啓蒙, 1842。 一一CInq vol in-8° 。

「救荒本草」(次に出す)をテキストとした講義の筆録,講述者は蘭山の孫小野職孝

(意畝)で ある。天保 13年 (1842)の刊行である。「救荒本草啓家」14巻 と,「救荒野

譜啓家」 2巻 ,合 5冊。ロニの書目には N°269と N° 218と 2部 ある。和文。

北文荒本:草 , 1799。 一一Neuf vol. in-8°。

明の徐光啓編,14巻 ,明の王盤輯「救荒野譜」 2巻 ,9冊 ,刊年の 1799(寛政 11年 )

から推測して,中国版ではなく,小野藤i山校訂の「校正救荒本草」,す なわち和刻本で

ある。もと,鶴饉の際食べられる植物"(plantes comestibles dans le temps famine)

を述べたもので,「野譜」の方は植物の図であるが,「本草綱目」とは別の趣がある植

物の本なので,江戸時代の博物学者の尊重するところとなった。
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庖厨和名本草,1684。 一 Cinq volo ill-8° .

向井元升著「庖厨備用倭名本草」13巻 13冊で,貞享元年 (1684)の刊行。動植物の

食品 400余種を記述したもので,前 出「本朝食鑑」同様,食物本草の流れを汲むもの。

本文は和文。

草木栽培法,1876。 ―Quatre vol.in-8°。

「菓木栽培法」の誤記。藤井徹著,明治 9年 (1876)刊 ,7巻 ,色刷木版の果樹の附

図 1巻。菓木は現在の用字では果木。和文。

1苔穆会

'等

電ヱ書舎:1805,一 Un volo in-16° .

松岡成章 (恕奄また恰顔斎)撰。桜の品種の図説,宝暦 8年 (1758)刊。内題「桜

品」。上記 1805(文 化 2年)版の有無を筆者は知らない。数版あることは確かである。

ガヽ本。 ロニの書目に,Tai―gan‐ sai Au‐ hinと あるのが I‐gan―Saiと あるべきである。

和文。

花壇綱 目, 1716.一 Trois volo in-8° 。

3巻 ,水野元勝著,享保元年 (1716)刊 ,花丼の花期,栽培法等を記述する。和文。

秘イ云花鏡, 1829.一―Six vol. in-8° .

清の陳浜子 (扶揺)の著,文政 12年 (1829)版 は平賀源内 (鳩渓)が校正した和刻

本で,「重刻秘伝花鏡」と題し, 6巻,絵入。「救荒本草」や「本草綱目」とは別の

趣のある動植物の本として,江戸時代に広く読まれた。 ロニの書目に,Hi‐den Mna

:Kagamiと あるのは,Hi―den kaky6と 読むべきである。

花彙 , 1765。 一一Huit vol. in-4° .

全 8巻 中,草部 4巻が島田充房,木部 4巻が小野蘭山の手になり,草木 200種を収

載,明和 2年 (1765)の刊行。18世紀における代表的な刊本植物図譜で,図 も科学的

で優秀である。本文は和文。仏人サバティエ (Lo SAVATIER)に よる本文のみの仏訳

(BOtanique iapOnaiSeo L市res Kwawi.Paris,1873,8vo,156pp.)が ある。

日本植物図説,1874.一Un volo in-4° .

伊藤圭介著,草部イの部,初編, 1巻 1冊,明治 7年 (1874)刊。サバティエの仏

文の序を載せる。この書は計画があまり大き過ぎ,こ の 1冊を世に送っただけに終っ

たのは惜 しい。和文。

花壇養菊集,1712.一 Trois vol.in-4° 。
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図 2。 「花彙」,木之三,10
丁おもてにある挿図。

シャクナゲ (ホ ンシャクナゲ ,

Rttθグθグθηグタηη ]乙′ノノι′zグθヵググ

SIEBOLD et ZUCcHARINI)

である。記文に「石南花 シ

ャクナギ,(前略)四月枝梢`

二花サク,数十集 り生ス,粉

紅色筒子六出,形チ岡羊花ニ

似タリ,大サ寸余,頗ル栄観

二堪タリ。」 牧野富太郎博士

は石南をシャクナゲに当てる

のは誤りだとする。

志水閑事著,正徳 5年 (1715)刊。菊の種類および培養法を述ぶ。小横本。和文。

第四部―Ⅳ

星壽村又だ玉, 1773。 ―一Six vol. in-8° 。

木内重暁 (石亭)著,石の書なるも,

前編安永 2年 (1773),後編安永 8年

貝石画譜,1725。 一―Un vol.in-16.

潅園子の著,化石の図譜 (木版画),

の専書として希本。和文。

化石を載せることが多いのでここに収録するc

(1779),三編享和元年 (1801)刊。和文。

1巻 ,刊記なく,上記 1725は 不詳。化石だけ

第四部― V

本草街義,1818.―Trois volo in-4° .

宋の寇宗爽撰の和刻本, 3巻,文政6年 (1823)

普及交頁方, 1729.一―Trois vol. in-8° 。

の序がある。1818は不詳。



上 野 益 三 2θθ

林良適,丹羽正伯纂輯,「官刻普及類方」, 7巻 12冊 ,享保 14年 (1729)刊。諸病の

手当法および用いるべき薬物を平易に説いたものであるが,巻之七薬品図解が植物お

よび動物の図説をなし,そ の図も決して悪くない。植物 55,動物 6,鉱物 3種。和文。

蜃罫獲浮考,1859。 ‐一Deux volo in-4° .

大洪」常範 (棟奄)の著, 6巻 と附録, 2冊 ,安政 7年 (1860)刊。上記 1859は成稿

の年。ジャコウジカについての考説をまとめたもの。本文は和文。

(ろ くぶつ)

ハ物来斤志, 1786。 一Trois vol.in-8° .

大槻茂質 (盤水)著 ,天明 6年 (1786)刊。 2巻。一 角,泊芙藍,肉豆寇,木乃伊 ,

喧蒲利可:人魚,の六物について蘭書に従って述べたもの。ロニの書目の Riku butu

は Roku butsuと ,普通に読むべきであろう。漢文。

t物 品識名, 1809。 一Deux vol.in-12;1825。 一Deux volo in-12.

邦産の動植物および鉱物およそ4,000の 和漢名を対出させ,イ ロハ順に配列した名

彙で,小本ではあるが博物学上の重要著作。文化 6年 (1809)刊 , 2巻 ,文 化 8年

(1811)同拾遺 2巻刊。1825年の版本については筆者は知らない。

古方薬品方, 1譴2.一Cinq volo in-8° 。

内藤尚賢 (蕉 園)著 ,「増補古方薬品方」 5巻 5冊 ,天保 13年 (1842)刊。古方に

出ている薬品について述べたものであるが,科学的な動植物図を挿入し,博物の書と

しても見るべき内容のものである。これは尾張学派の特徴で,薬品を取扱っても博物

学の色彩が濃いのである。漢文。

和 語本草糸岡目, 1698。 一Dix volo in-8° .

岡本為竹 (一抱子)著 ,「 図画和語本草綱目」,一名「広益本草大成」,23巻 5冊 (あ

るいは 10冊 )。 元禄 11年 (1698)刊。薬物書。和文。

薬告言本草 , 1734。 一―Six vol. in-8° .

香月啓益 (牛山)著,享保 19年 (1734)刊 , 6冊。薬物書。

本草 匹,1666。 一Dix vol.in-8° 。

清の郭宜章 (侃蘭)著の和刻本,序目,図 ,18巻 ,附補遺,元禄 6年 (1693)刊。

1666に ついては不詳。 原本は順治年間 (1644-1661)刊。 ロニの書目に,HOn‐zau

gWaiと あるが, これは HOn_Z6Kwaiで なければならない。

本草家全, 1565.一 Quatre volo in-8°。

明の陳嘉誤輯「本草家笙」12巻。全は笙。この本については,筆者はまだ和刻本の
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有無を確かめる機会を得ない。

本草約書,1660。 一Quatre vol.in-8° .

約書は約言の誤記。明の政己の「薬性本草約言」の和刻本。 4巻 ,万治 3年 (1660)刊。

草木性譜,1827.一―Trois vole in-8° .

名古屋の清原重巨の著,3巻 ,文 政 10年 (1827)刊。純植物学的著述で,図 も科学的,

前述のように尾張学派の特徴を示 したものである。本文は和文。図の色刷本がある。

有毒草木図説,1827.一 Deux vol.in-8° .

「草木性譜」の続編ともいうべき,有毒植物を集録し図を挿入したもの。清原重巨

著,文政 10年 (1827)刊 , 2巻。本文は和文。

毒品便覧,1878.一―Un vol.in-16。

小野職慇撰,有毒植物ポケ ツトブック。色刷本版の挿図を載せる。1878年 (明 治11)

版は第一集のみ。第二集は1882年 (明 治15)に 出たから,ノ ールデンシェル ド来日の

時にはまだ釘」一集だけであった。書名の「毒品便覧」は内容を示すのに適当ではなく,

むしろ,明治 16年 (1883)刊の倉知精三撰の同様の内容の「植物毒品便覧」の表題の

方がわかりやすい。和文。

本草ユこ名備考, 1678。 一Trois vol.in-12 ob10ng.

丹波頼理著,小横本 9巻,8冊,延宝 6年 (1678)刊。和文。本書 には天 保 2年

(1831)版の山澄延年校の「校訂本草薬名備考和訓紗」 7巻がある。

第 四部― Ⅵ

都鳥考 , 1815。 一Un volo in-4° .

北野 (1毎屋)鞠鳩の撰, 1巻,文化 12年 (1815)刊。ミヤコドリに関する故事来歴を

集めて考証したもの。鞠鳩は角田川 〔隅田川〕向島百花園主。ロニの書目に,tOte6ko

(ト チョウコウの意)と あるのは,miyakO‐dori k6と 読む方がよい。和文。

詩経名物弁解, 1731。 一Duex volo in-4° 。

江村如圭著,享保 16年 (1731)刊 。詩経中の動植物を解説したもの。和文。

第四部―Ⅸ

貝尽浦之錦,1751。 一Deux volo in-4° .

大枝流芳著, 2巻 3冊,寛延 4年 (1751)刊。著者は呑道家。員の刊本の稀な中で



上 野 益 三        235

本書は重要著述の一といえるが,著者の意図は趣味的で,ロ ニが本書を文芸の部に分

類 したのは,歌仙貝等の記事があるためであろう。和文。

第 四部― Ⅲ

日本産物志,1871。 一Deux vol.in-8° .

N° 1034の 「日本産物志」,N° 822の「日本物産志」1872と は同一シリーズのも

のであろう。 伊藤圭介著「日本産物志」は全部で11冊あり,書 目の注には,Notices

sur les produits des deux provinces Yamasiro et Mousasi。 とあるから,山城の部 2

冊と武蔵の部 2冊を指すものであろう。しかし,と もに1873年 (明治6)の 刊行で1871

と合わない。「日本物産志」とある方は,産物志の誤記なるべく,上記二ヵ国以外の

どれかであろう。和文。全 11冊の内容は,山城上下,近江上下,武蔵上下 (以上明治

6年刊),美濃上中下 (明 治 9),信濃上下 (明治10)である。

山海名産図会,1798。 一Cinq vol.in-8° .

(謙

篤 月 (法橋)著,寛政11年 (1899)刊 , 5巻。山海の名ある産物の産状,採取法 ,

加工等を絵入で説明したもの。和文。

4 シーボル ト蒐集日本書籍目録との比較

ジーボル ト (Philipp Franz von SIEBOLD)が 日本滞在中 (1823-1830),

蒐集 した 525冊の書籍および手稿 (ヘ ーグ王立博物館所蔵)の 目録が公にさ

れていて,わ れわれに多大の便宜を与える。 これはライデンで 1845年 (弘化

2)に 125部 印刷せ られた8)。 ロニの書 目の出版 に先だつ こと 38年である。

ンーボル ト, ロニ両書 目に現われた本草図書を比較 して,ヨ ーロッパ人の眼

に触れたであろう, この種の 日本図書を概観 しょう。

ジーボル トの書 目は,「 日本書籍及手稿 目録」 と題 しているように,手稿

本に富み,そ の分類の方法 も独特で,Bb,植 物学的写生図 (手稿),BC,動

物学的写生図 (手稿),Bd,雑論文 という項が 設 けてあること,次の通 りで

ある。

Sectio IIIo Libri physici.

A. De historia naturali generales.
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ao  Sinici denuo in Japonia ilnpressi. ・̈̈ ¨̈ 0̈194-206。

b.  JapOnici. ・̈・̈ 0̈…・̈・̈・̈・̈ 0¨・‥・̈・̈ 0…・̈・…・…・207-223.

B.  De historia naturali speciales.

ao  Monographie botanicae ac zoologicae. …・̈・224-247。

b.  Adumbrationes botanicae, MStae. .¨ .̈… .¨・248-265.

C.        "        Z0010gicae, R/1Stae・ ・̈̈ .¨ .¨ 。266-283.

de  E)issertationes miscellaneae.…・̈・…・̈・…・…・̈ 0284-293.

また,博物一般 (A)を 中国の書物の 日本で再刻されたもの,すなわち日

本版 (a)と ,和書 (b)と にわけたのは,当 を得た仕方である。前節で筆者

は このAaに 属するノールデ ンジェル ドの本を,すべて和刻本 と書き示 した。

本草和刻本の若干については,筆者にその書誌学研究があり,いづれ別文で

発表 したい。ンーボ /L/卜 とロニとの分類を比べてみると,博物一般の項を設

けることで一致 しているが,ロ ニには植物学はあるが動物学がない。ジーボ

トでは,動植物の刊本を併せて 1項 とし (Ba),手稿本 (Bb,BC)と 分 って

ルいる。次に比較のためにロニの分類を掲げる。

Quatriё me section.― Sciences Naturenes.

I. Histoire naturene.― __“′
rrait6s g6n6raux。

II. Botanique.

III. Agriculture.一 ― 一 ― HOrticulture.― ― 一 一

′

rrait6s g6n6raux。 ― 一 一 一 Arbori‐

culture.一 ― 一 一 Floriculturee― 一 ― 一

′

rh6-Vers a SOie。

lV. Minera10gie.一Fossiles.

V.  M6dicine.― 一―一Path01ogie.― Hygiёne.一 Matiё re et nomen_

clature m6dicales.

筆者が 自由に選 出した本草博物書 (刊本のみ,稿本 と写本を除 く)は , ロ

ニの書 目か ら58部 (前節を見よ),シーボル トの書 目か ら56部で,選 出後 く

らべてみると,そ の数は大体伯仲 している。農業養蚕等は除いてある。 これ[

らを刊行年次別 に分類 してみると,次の通 りである。

1700以 前 1701-17501751-18C01801-18501851以 後 計   書 目

4       9        22       21       o    56音 Б  SIEBOLD(1845)

8     10      13      18      9   58音Б   RosNY(1883)
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ンーボル トの書目にあるもので, ロニにも出ているものが 23部 ,反対にロ

ニにあつてンーボル トにもあるものが 19部である。ンーボル トに 1830年以

後出版のものがないのは,彼の離 日後のことで当然であるが,試みにロニか

ら 1830年 以降のものを拾い出すと 14部 に達する。その中には「質問本草」

(1837),「 新訂草木図説草部」(1874)の ような,海外に示してわが植物学の

進歩を誇るに足るものがある。同様の価値 (内 容のオリジナリティの点では

上記 2書に劣るが)あ る「泰西本草名疏」 (1829)は既にンーボル トに載っ

ている。恐らく新刊直後であったであろう。また,シ ーボル トにあって, ロ

ニに載らないもののうち,「物類訛遷」(1763),「鷺栞尋鷲象錐見」(1827),

「 鯨志」(1758)な どは,わ が博物学の進歩を示すに耐えるもので, ノールデ

ンジェル ドが入手し得なかったことが惜しまれる。なお,ン ーボル トの蒐集

中には手稿本で注目すべきものが多いが, ここでは論外とする。

両書目を比較検討して知られることは,そ れらの時代に入手可能であった

ものを一通り網羅し,両人の来 日時に,17,18世 紀の刊本の入手できるもの

が,な おかなりあったことである。しかし,わ が生物科学の進度を示すもの

として,そ の蒐集中に是非あって欲しかったものがある。ロニの書目に,宇

田川裕奄の「理学入門植学啓原」 (1833)が見えないことなどは, その著し

い例である。この書は,わ が植物学の濫場で現今でも時々古書1市 場に現れる

くらい,か なり多 くの部数が流布したと想像せられる。同じ著者の化学の書

「 舎密開宗」(1845)と ともに,わ が自然科学の独立を促した重要著作なので

ある。これらをノールデンシェル ドが蒐集に際して意識的に除いたとは考え

られない。たまたま,書昇に見当らなかったのであろうか。

5 ロニ書目の生物学史的意義

ロニの書目に載せた本草博物ならびに医薬学に関する図書 93部 ,そ のうち

純粋博物学 (純粋植物学と見倣せるものを含む), ならびにそれと深い関係

あるものは計 57部である。わが本草図書全体から見れば,こ れは九牛の一毛

に過ぎない。それらが, しかし,わ が生物科学を海外に示すのに,何 らかの
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役害」を果しただろうことはもちろんであろう。それらを研究することの意義

は, ヨーロッパの学者達がそれらの図書をどう受取り,そ れによってわが生

物科学をどう理解評価したかにある。日本の本草博物学書は,シ ーボル ト,

ノールデンジェル ドの蒐書に限るわけではなく,欧米各地の公私の文庫に数

多 く所蔵せられ*,そ れらが 欧米の学 者達の何らかの注意を惹いたことと想

像せられる。しかし,欧米人の手になる生物学 史 書 の 中に,そ れらの図書

を駆使して, 日本の生物科学の歴 史に章衝」を与えたものを絶えて見 ないの

は, 言 語 の障 壁 があるとはいえ, 遺 憾である。 その中で, 1882年 (明

治 15), 当 時 北 京のロンア公 使 館付 医 官であったブレットンュナイダー

(E.BRETSCHNEIDER)が ,そ の著,BOtanicon Sinicumの 中に 1節を設け

て, 日本の薬物学および植物学の歴史を書き, ロニの書目にあるの と同 じ

本草図書のいくつかにも触れているのが注目される9)。 近年では,ブ ラン ト

(Wilfrid BLUNT)が 植物学的挿図を論ずるに当り10),「 花彙」,「本草図譜」,

「草木図説」などを取 り上げ,特 に「草木図説」からはスズランの図を転載し,

その葉の表裏を黒白で表現する描法の木版面に注目している。この描法はわ

が本草学者の創案 らしく,第 3節にあげた石南花の挿図 (1765刊)に既に見

られる通りである (図 2参照)。

ノールデンシェル ドの蒐書と直接の関係はないだろうが,さ きに角翠題 した

本草図書に触れることの多いのは,デ イッキンス (F.Ve DIcKINS)の 論文11)

であろう。この論文は江戸時代におけるわが植物科学の発達を述べて,す こ

ぶる要を得ているが,そ の文中には誤りが少なくない。この論文 の成 立 に

は, デイッキンスがジ1時 イギリスに滞在, 植物学の研究中であった伊 藤 篤

太虫じ
XXか ら受けた助言が与って大きい力があったと思われるふしが その文

X筆者はかつてウプサラ大学図書館で「本草図譜」の見事な色彩写本を見たことが

ある。後出のデッキンスもその文から察すると自己の蔵書中にわが本草書がいく

らか あ っ た ら しい 。 な お ,BARTLETT12)参 照 。

料1884-87年英国に留学。1865年 (慶応元年)生。伊藤圭介の孫,後理学博士,東
北帝国大学:1辱師Э教示を煩わした,東北大学教授元村勲博士に深謝する。
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中にある。 デイ ッキンス論文には,「本草綱目」,「大和本草」,「花彙」,「本

草綱目啓蒙」。「本草啓蒙名疏」,「泰西本草名疏」,「草木図説」 (新訂版),「 本

草図譜」,「 日本植物図説」の 9部 について評論 している。 このうちで,「本

草啓家名疏」 と「本草図譜」 (岩崎常正著)の 2書以外は,すべて ロニの書

目に出ているものである。

本篇の冒頭 に述べたように,海外に存する日本の生物科学図書の研究は,

(i)そ れ 自体書誌学的興味があるばか りでな く,(ii)海 外学者の 日本生物学

に対する理解の程度をIt測するために,必要な手段である。 この第二の点に

ついては,別文でなお詳 しく論述することを期 したい。

〔附記〕 本文脱稿後, バートレットらの著書12)を入手し,ノ ールデンシェル ドの

図書蒐集についての,筆者の想像が当っていたことを知った。ノールデンシェル ドは

まず横浜で図書を集めようと試みたが,当時の該地はまだ新開地でその目的を果たす

ことができなかった。:そ こで,当 時,横 浜 在 住のオランダ人科学 技術者ヘールツ

(Ao G.GEERTS)の 助手に頼んだ。その若い日本人 OKUSIII(大串?)は ,横浜東京

間を往復し,東京で図書を蒐めた。ウェガ号が横浜出航後は,大串は京都へ派遣され

て図書購入に努力し,そ れを神戸に持参し,ウ ェガ号の横浜からの来港を待って引渡

したのだということである。従って,書肇でノールデンシェル ドが自ら図書の選択に

当ったことは,ほ とんどなかったと見てよさそうである。
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